
 

 

半田市障がい者移動支援事業実施要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年

法律第１２３号）第７７条第１項に規定する地域生活支援事業のうち、障がい者移

動支援事業の実施については、半田市障がい者地域生活支援事業実施要綱に定めるも

ののほか、この要綱の定めるところによる。 

 （実施主体） 

第２条 この事業の実施主体は、半田市とする。 

２ 市⾧は、この事業の実施を第５条に規定する事業所に委託するものとする。 

 （事業の内容） 

第３条 この事業は、屋外での移動に困難がある障がい者・児（以下「障がい者等」とい

う。）に対し、次に掲げる支援を行うことにより実施するものとする。 

（１）個別移動支援 障がい者等の外出時における個人への移動支援 

（２）グループ移動支援 複数の障がい者等からなるグループの外出時における集団への

移動支援 

２ サービス提供範囲は、原則として１日の範囲内で用務を終えるものに限る。 

 （対象者） 

第４条 前条の支援の対象者は、半田市障がい者地域生活支援事業実施要綱第４条に

定める者とする。ただし、半田市障がい者地域生活支援事業実施要綱第４条第１号に

該当する者については、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）視覚障がい者 

（２）重度脳性麻痺等全身性障がい 

 （実施事業所） 

第５条 この事業を実施できる事業所は、障がい者等に対し居宅介護事業を実施している

事業所とし、設置、運営等に関する基準は、国が定める居宅介護事業に係る基準に準ず

る。 

 （利用の方法） 

第６条 利用者は、この事業を利用しようとするときは、半田市障がい者地域生活支援事業

実施要綱第６条に定める地域生活支援事業支給決定通知書を事業所に提示し、事業



 

 

所に直接依頼するものとする。 

 （サービスに要する費用） 

第７条 この事業の利用に要する経費は、別表第１及び別表第２に定める額とする。 

 （利用者負担） 

第８条 利用者は、前条に規定する費用から半田市障がい者地域生活支援事業実施要綱

第１１条に規定する地域生活支援給付費を控除した額を事業者に支払うものとする。 

 （基準額の適用区分） 

第９条 基準額の適用区分は、障がいの状態によって身体介護を伴う者又は身体介護を伴

わない者に区分する。 

２ 前項の区分の方法は、市⾧が別に定める。 

 （遵守事項） 

第１０条 事業者は、利用者に対して適切なサービスを提供できるよう、事業所ごとに従業

者の勤務の体制を整備しておかなければならない。 

２ 事業者は、従業者の資質の向上のために、その研修の機会を確保しなければならない。 

３ 事業者は、サービス提供時に事故が発生した場合は、市⾧、家族等に速やかに連絡を行

うとともに、必要な措置を講じなければならない。 

４ 事業者は、従業者、会計及び利用者へのサービス提供記録に関する諸記録を整備し、

サービスを提供した日から５年間保存しなければならない。 

５ 事業者及び従業者は、正当な理由なく業務上知り得た利用者等に関する秘密を漏らし

てはならない。 

 （雑則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市⾧が別に定める。 

    

   附 則 

 １ この要綱は、平成１８年１０月１日から施行する。 

 ２ 第５条に定める事業所は、経過措置として、平成１８年１０月１日から平成１９年

３月３１日までの間は、平成１８年９月３０日現在において障がい者等に対し外出

介護サービスを実施している事業所に限り認める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 



 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、令和 5 年４月１日から施行する。 

 



 

 

別表第１（第７条関係） 

１人あたりの基準額 

移動支援算定単位:身体介護（有） 

従業者:利用者 

 

時間 

１:１ ２:３ ２:４ ２:５ ２:６ 

～０．５ 
２５５ 

単位 

２１９ 

単位 

１９０ 

単位 

１６５ 

単位 

１４６ 

単位 

～１．０ 
４０２ 

単位 

３４６ 

単位 

３０１ 

単位 

２６１ 

単位 

２３１ 

単位 

～１．５ 
５８４ 

単位 

５０３ 

単位 

４３８ 

単位 

３７９ 

単位 

３３５ 

単位 

～２．０ 
６６６ 

単位 

５７３ 

単位 

４９９ 

単位 

４３２ 

単位 

３８２ 

単位 

～２．５ 
７５０ 

単位 

６４６ 

単位 

５６１ 

単位 

４８６ 

単位 

４３０ 

単位 

～３．０ 
８３３ 

単位 

７１８ 

単位 

６２３ 

単位 

５４１ 

単位 

４７８ 

単位 

～３．５ 
９１６ 

単位 

７８９ 

単位 

６８６ 

単位 

５９４ 

単位 

５２６ 

単位 

～４．０ 
９９９ 

単位 

８６１ 

単位 

７４８ 

単位 

６４９ 

単位 

５７４ 

単位 

以降３０分毎に 
８３ 

単位 

７１ 

単位 

６１ 

単位 

５３ 

単位 

４７ 

単位 

 

 

 

 

 



 

 

移動支援算定単位:身体介護（無） 

従業者:利用者 

 

時間 

１:１ ２:３ ２:４ ２:５ ２:６ 

～０．５ 
１０５ 

単位 

９０ 

単位 

７８ 

単位 

６８ 

単位 

６０ 

単位 

～１．０ 
１９６ 

単位 

１６８ 

単位 

１４６ 

単位 

１２６ 

単位 

１１２ 

単位 

～１．５ 
２７４ 

単位 

２３６ 

単位 

２０４ 

単位 

１７７ 

単位 

１５７ 

単位 

～２．０ 
３４３ 

単位 

２９５ 

単位 

２５６ 

単位 

２２２ 

単位 

１９６ 

単位 

～２．５ 
４１２ 

単位 

３５４ 

単位 

３０８ 

単位 

２６７ 

単位 

２３５ 

単位 

～３．０ 
４８１ 

単位 

４１４ 

単位 

３６０ 

単位 

３１１ 

単位 

２７６ 

単位 

～３．５ 
５５０ 

単位 

４７３ 

単位 

４１１ 

単位 

３５７ 

単位 

３１５ 

単位 

～４．０ 
６１９ 

単位 

５３２ 

単位 

４６３ 

単位 

４０１ 

単位 

３５５ 

単位 

以降３０分毎に 
６９ 

単位 

５９ 

単位 

５１ 

単位 

４４ 

単位 

３９ 

単位 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

移動支援算定単位:身体介護（無） 

従業者:利用者 

 

時間 

１:２ １:３ １:４ １:５ １:６ 

～０．５ 
７８ 

単位 

５９ 

単位 

５２ 

単位 

４６ 

単位 

４４ 

単位 

～１．０ 
１４５ 

単位 

１１１ 

単位 

９７ 

単位 

８６ 

単位 

８１ 

単位 

～１．５ 
２０４ 

単位 

１５６ 

単位 

１３６ 

単位 

１２２ 

単位 

１１５ 

単位 

～２．０ 
２５６ 

単位 

１９５ 

単位 

１７０ 

単位 

１５２ 

単位 

１４４ 

単位 

～２．５ 
３０７ 

単位 

２３５ 

単位 

２０４ 

単位 

１８４ 

単位 

１７４ 

単位 

～３．０ 
３５９ 

単位 

２７５ 

単位 

２３８ 

単位 

２１４ 

単位 

２０２ 

単位 

～３．５ 
４１１ 

単位 

３１５ 

単位 

２７４ 

単位 

２４６ 

単位 

２３２ 

単位 

～４．０ 
４６３ 

単位 

３５４ 

単位 

３０８ 

単位 

２７７ 

単位 

２６２ 

単位 

以降３０分毎に 
５１ 

単位 

３９ 

単位 

３４ 

単位 

３１ 

単位 

２９ 

単位 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表第２（第７条関係） 

時間帯加算 

 
 

 

 

 

 

 

備考 １ 時間帯加算は多く占める時間帯に合わせ加算する。 

２ 占める時間帯が等しい場合は、開始時の時間帯に合わせ加算する。 

３ １単位は１０円とする。 

４ 加算した場合に生じる端数については１円未満を切り捨てる。 

時間帯 時間帯内訳 加算割合 

早朝時間帯 午前 ６時から午前 ８時まで １２５／１００ 

日中時間帯 午前 ８時から午後 ６時まで １００／１００ 

夜間時間帯 午後 ６時から午後１０時まで １２５／１００ 

深夜時間帯 午後１０時から午前 ６時まで １５０／１００ 


